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オプティカルサービスルータ
サービスプロバイダー POP向けのマルチユース・プラットフォーム
はじめに

電子商取引アプリケーションの増加と共に、
サービスプロバイダーには帯域幅の増加と、ネッ
トワークサービスの拡張が求められています。
企業はアプリケーションのホストを外部に委託
することが多くなり、サービスプロバイダーは
サービスレベル契約によって保証された、 Web、
アプリケーション、およびストレージホストを
提供する必要があります。同時に、 xDSLやケー
ブル技術による広帯域常時接続型サービスが広
く展開されています。これまでは高速な LANだ
けに発生していたトラフィックが、今や MAN

（ Metropolitan Area Network）および WAN

（ Wide Area Network）に日常的に伝送される
ようになってきています。このように増加して
いるトラフィックは重要なビジネスアプリケー
ションであるために、単に MANおよび WAN上
で集約および転送されるというだけでなく、性
能に影響を与えることなく、 QoS（ Quality of

Service）やセキュリティ要件を満たす必要があ
ります。この資料では、 Cisco 7600 OSR

（ Optical Service Router）が、柔軟かつコスト
効率の高いラインレートサービスを備えた高速
オプティカルインタフェースを提供することに
より、これらのニーズにどのように応えている
かを説明しています。

高性能プラットフォーム 

Cisco 7600 OSR（ Optical Services Router）
は、サービスプロバイダーのエッジ部分にハイ
タッチ IPサービスをラインレートで提供する、オ
プティカル WANおよび MANネットワーキング
を実現します。これによってサービスプロバイ
ダーは、オプティカル速度でのサービス対応型
ネットワークを構築し、競合他社とは差別化され
たサービスを提供できるようになります。 Cisco

7600 OSRは、シスコのエンドツーエンド IP＋オ
プティカル戦略における重要なコンポーネント
です。この戦略によってサービスプロバイダー
は、さらにサービスと帯域幅を拡大して、売り上
げと利益を伸ばすことができます。 

Cisco 7600 OSRは、広範なアプリケーションの
ニーズを満たす、スケーラブルかつ高性能のプラッ
トフォームを提供します。この基礎となっている
スーパーバイザ 2、 MSFC2（ Multilayer Switching

Feature Card）、 PFC2（ Policy Feature Card）、およ
び 256Gbpsクロスバースイッチファブリックを採
用したインフラストラクチャが、 Ciscoシリーズ
ルータに新しい強化機能をもたらします。
スーパーバイザ 2/MSFC2は最大 512 MBまで

の DRAMをサポートしているため、インター
ネットルーティングテーブル全体を容易に処理
できます。このプラットフォームは、クロスバー
スイッチファブリックで構成されていれば、 

256Gbpsのスイッチング能力があります。この
高度なアーキテクチャを持つファブリックによ
り、すべてのポートにおいてラインレート、非ブ
ロッキングのスイッチングが可能です。ルーティ
ングテーブルのメンテナンスは、 Supervisor-II/

MSFC2上で行われます。 OSRは、 CEFベースの
スイッチングによる 30Mppsまでの転送に対応
し、 OSRの 9つのスロットに OC-48モジュールを
フル装備した状態でも、 64バイト長パケットの
ラインレートのスイッチングに十分な能力を提
供します。 

Cisco 7600 OSRは、大きなルーティングテー
ブル、高速スイッチファブリック、 CEFスイッチ
ング、および 30Mppsの転送能力によって、最も
要求の厳しいサービスプロバイダーの環境にも
対応することができます。

高度な信頼性 

Cisco 7600 OSRは、ネットワークのなかで
も、高度なアベイラビリティと回復力を必要とす
る重要な箇所に配置されます。 OSRでは、プロ
セッサ、スイッチファブリック、電源、冷却、およ
びクロック回路などについて、ハードウェア冗長
性機能をサポートしています。
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基本的なハードウェアに対する冗長性に加え、 Cisco

7600 OSRでは HSRP、レイヤ 3負荷分散、および Cisco

EtherChannel

 
 テクノロジーなどの論理的冗長性によって

高度な保護機能を実現しています。 QoSやセキュリティ 

ACLの設定は、アクティブプロセッサとバックアッププロ
セッサの間で同期化されます。 OSRの稼働中にソフトウェ
アのアップグレードを行うことができ、プロセッサの切り
替え時にもラインカードの再起動は必要ありません。
これらの高アベイラビリティ機能により、 Cisco 7600

OSRはネットワーク上のミッションクリティカルな位置
への展開に最適な存在となっています。

先進的オプティカルサービスモジュール

ブロードバンドネットワークサービスの展開は、転送能
力を高めるだけでは不十分です。サービスプロバイダーの
ネットワークには、セキュリティと QoSが不可欠であり、
その処理には多くのパワーが必要になります。したがって、
性能に影響を与えることなく複雑なサービスを提供でき
ることは、このようなネットワークにおいて決定的な要件
となります。 

OSRでは、 PXF（ Parallel Express Forwarding）技術を
採用することによって、このラインレートサービスに関す
る要件を満たします。 PXFとは、プログラム可能な、パイプ
ライン化された並列ネットワークプロセッサで、複雑な
ネットワークサービスをデータパスのなかで並列して実
行し、 CPUなどのリソースでのボトルネック発生を防ぎま
す。また、このプログラム可能なアーキテクチャは、従来の
ハードウェアや ASICベースのソリューションと比較して、
今後のサービスをより容易に強化および拡張できること
も意味します。
ラインレート階層型トラフィックシェーピングやリン

ク共有、および宛先対応型サービスなどのサービスは、性
能が劣化することなく最大 OC-48までのインタフェース
で可能になりました。

パッケージオプション 

OSRの基本プラットフォームは、通信局舎（セントラル
オフィス）への設置に適した 9スロット NEBSレベル 3準拠
シャーシです。このシャーシは縦方向にカードを装着し、
前方から後方に向かって通風するようになっています。 

OSRは AC/DCのいずれによる給電も可能です。電源サイ
ズは 1,000W、 1,300W、および 2,500Wから選択可能です。
また冗長電源もサポートされています。

サービスプロバイダーソリューション

サービスプロバイダーには T1以下から OC-48、あるい
はそれ以上に拡張可能なネットワークプラットフォーム
が必要とされています。またこの範囲内において、一貫
したラインレートのセットも必要になります。単一の標
準化されたプラットフォームに基づき、収益を生むサー
ビスを広範に展開できることは大きな利点となります。

WANエッジでの集約 

FlexWANモジュールを備えた Cisco 7600 OSRは、高
密度の WAN集約ソリューションです。サポートされる 

FlexWAN ポートアダプタでは、 HSSI、 DS3/E3/OC-3c

ATMおよび OC-3c POSを含め、チャネライズド T1/E1か
ら OC-3cまでが利用できます。これらは、 PXFサービスな
しにアップリンクとして使用できるギガビットイーサネッ
ト（ GE）インタフェースをオンボードで４ポート備えた 

OC-3c、 OC-12c、および OC-48cの高速インタフェースを
補完します。このプラットフォームには、ギガビットイー
サネット経由で PXFサービスを提供する、 GEサービス対
応のラインカードもあります。このように多様なインタ
フェース速度に対応できるため、 Cisco 7600 OSRは、さま
ざまな WANエッジ集約の設計に適用できます。また、この
高速アップリンクオプションにより、単一のプラットフォー
ムで、非ブロッキングアップリンクあるいはオーバサブス
クリプションを実装することができます。  

物理的ポート容量に加え、 T1/E1および T3/E3インタ
フェースもチャネル化されたサービスとして用意され、 T1/

E1および DS0を集約するための容量をさらに強化してい
ます。
基本的な接続以外に、 OSRは WAN集約レイヤにおいて

差別化要因となるサービスを提供することもできます。ト
ラフィックエンジニアリング、トラフィックシェーピング、 

QoS、セキュリティ、および課金などはすべて、性能に影響
を与えることなく WANのエッジにおいて行なえます。

POP内での集約 

POP内集約アプリケーションは、大量の高速アップリン
クを、非常に高速に他の POPスイッチやバックボーンに接
続しなければなりません。現在の一般的な POPは、イーサ
ネットスイッチからオプティカルアップリンクを経由し
てルーティング対象コアに接続する複数のエッジルータ
で構成される、複雑なネットワークになっています。 Cisco

7600 OSRは、高速スイッチング機能と多様なインタフェー
スを備えることで、 POP内集約アプリケーションに最適な
ソリューションを提供します。
広範囲な低速およびチャネル化されたインタフェース

を装備している OSRは、顧客サービスを OSR内で直接終端
することができます。オプティカルコアへの接続には、高
速オプティカルインタフェースを使用します。 POP内接続
には、ギガビットイーサネット、チャネライズド  ギガビッ
トイーサネット、および 10ギガビットイーサネットが利用
できます。 OSRでは、コスト効率の高い GEインタフェース
を提供するので、レイヤ 2 POP内スイッチングレイヤを用
意する必要がありません。高速かつ到達距離の長いオプ
ティカルインタフェースが利用できるため、地理的に分散
した POPの展開も現実的なものとなります。
エッジルータ集約、コアアップリンク、 POP内スイッチ

ングを単独のプラットフォームにまとめることにより、
サービスプロバイダーは POP内ネットワークの設計を大
きく簡素化でき、スペース、電源、およびサポート費用を節
約して、運営費用を削減できます。
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オプティカルコア接続

サービスプロバイダーのネットワーク階層での次のレ
ベルは、バックボーンコアです。このバックボーンコアへ
の接続は、コアルータへの接続、あるいはオプティカルコ
アへの直接接続ということになります。いずれの場合も、
インタフェースの高速性とインタフェースタイプの選択
が決定的な要因となります。 

OSRは、 Cisco 12000 GSRなどのコアバックボーンルー
タへの接続にも、オプティカルコア（たとえば長距離 

DWDMや波長ルータ）への直接接続にも最適です。多様な
オプティカルインタフェースにより、完全な柔軟性が提供
されています。コアトランキングへのインタフェースには、 

GE、 POS（ OC-48c/STM-16 および OC-12c/STM-4）、お
よび ATM（ OC-12/STM-4）が利用できます。
ルーティングバックボーンへも、オプティカルコアへも

非常に高速に接続できるため、サービスプロバイダーに
とってシンプルな光伝送インフラストラクチャとなりま
す。導入時の柔軟性に加え、ハイタッチサービス、低速集約、
およびコンテンツ集約を提供できるのは、業界でも OSRの
みであり、ネットワークにさらにハードウェアプラット
フォームを追加する必要を最低限に留めます。

コンテンツ集約

コンテンツのホスティングを行なうアプリケーション
（たとえば Webホスティング、電子商取引アプリケーショ
ン、アプリケーションサービスプロバイダー、リモートス
トレージホスティングなど）が爆発的に増加するのに伴い、
サービスプロバイダーには新しく売上を計上するための
大きな機会が得られます。これらのホスティングおよびコ
ンテンツ集約サービスは、イーサネットスイッチング、ルー
ティング、負荷分散、および Webキャッシュを組み合わせ
たデータセンタの構築に大きな役割を果たします。これら
の機能を OSRプラットフォームのような単一のプラット
フォームに統合することにより、拡張されたサービスをよ
り低いコストで提供できます。 

OSRにおけるインテリジェントな IPサービスは、高速マ
ルチレイヤスイッチング機能と、統合されたレイヤ 4 SLB

（ Server Load Balancing）との組み合わせによって可能に
なっています。 SLBは 15M ppsの転送レートを持ち、 100万
までの同時接続をサポートできます。トランスペアレント
な HTTPリダイレクションは、 WCCP v2プロトコルによっ
てサポートされます。標準および拡張 ACLによるライン
レートでの IPパケットフィルタリングは、 30 Mppsのパ
ケット転送能力によりサポートされています。高密度イー
サネットと GEモジュールにより非常に高いサーバ密度が
可能となります。宛先対応の課金システムやトラフィック
シェーピングなどのハイタッチ機能に基づき、サービスプ
ロバイダーはサービスを個別に提供することができ、それ
に基づいて顧客に課金を行なえます。
これらの機能によって OSRは、性能を犠牲にすることな

くコンテンツ配信のための機能を単一のプラットフォー
ムに統合することができ、結果としてコンテンツサービス
プロバイダーの運営コストを削減します。

アプリケーションエリア

統合 POP 

POPアーキテクチャには、アクセス集約、コアバックボー
ン（インターネットピアリングなど）、ローカルサーバファー
ムという 3つの主要な機能があります。大規模サービスプ
ロバイダーは、通常、それぞれを別のネットワーキング機
器に実装して、主要な POPに配備します。つまり、アクセス
集約のためのルータ群、コアバックボーンのためのルータ
群、ローカルサーバファームのためのルータ群およびス
イッチ群があることになります。このような POPアーキテ
クチャは、大規模なアクセスとバックボーン接続を持ち、
今後も大きな成長が見込まれている大規模な POPに適し
ています。
しかし、スケーラビリティ要件を求められていない POP

の場合には、分散型の POPアーキテクチャは効果において
もコスト面においても最適とは言えません。なぜなら、サ
ポートすべき接続の数が３つの主要機能に対して専用ネッ
トワーキング機器を用意するほど多くはないからです。そ
れよりも、複数の機能をサポートする機器を使って、３つ
の機能を１つの機器にまとめたほうが、機器の使用率やコ
スト効率がよくなります。このようなアーキテクチャを統
合 POPと呼びます。
よく考慮されて設計された POPアーキテクチャは、広範

囲な接続機器をサポートできます。いろいろな種類のイン
タフェースメディアやスピードをサポートできる柔軟性
があり、しかも同じ基本アーキテクチャによって一貫した
ネットワーク運用とモジュラー追加による成長が可能で
あるため、ネットワークの拡張に合わせてシングルボック
スソリューションからマルチボックス構成に変更してい
くこともできます。このような強力なソリューションを実
現するには、最適な製品を選択することが重要です。 Cisco

7500 OSRは、効果的で拡張性のある高性能な統合 POPソ
リューションを構築するのに理想的な機能と特徴を備え
ています。  

メトロサービスの集約

メトロ集約によって、 MAN（ Metropolitan Area

Network）におけるアクセス接続を集約します。  

メトロネットワークとは、その名前のとおり、事務所や
商店の施設が集まった比較的小さい地域に敷設されたネッ
トワークのことです。顧客が近いところにいるため、規模
の経済が向上し、サービスプロバイダーは高帯域ネット
ワークサービスを比較的低コストで提供することができ
ます。最新のオプティカル伝送技術は、光ファイバの到達
距離（最大 10マイル）の拡大によってオプティカルリピー
タの必要性が減少したことで、メトロネットワークサービ
スの成長を促しています。さらに、メトロエリア内のネッ
トワークサービスをサポートためのダークファイバの予
測も可能になっています。
従来のメトロネットワークサービスでは、高帯域接続

サービスのために SONETや ATMテクノロジーを使って
いました。サービスプロバイダーは、サービスエリア内の
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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顧客を相互に接続したり、他のメトロエリアへのインター
ネットアクセスとロングホール接続の提供のために 

SONET/ATMネットワークを構築しています。顧客は、自
社ネットワークからサービスプロバイダーの POP（ Point

Of Precence)にある設備までを SONET/ATMアクセスリ
ンクなどでアクセスするため、顧客側のエッジ機器は 

SONETや ATMなどの WANインタフェースをサポート
する必要があります。顧客のエッジ機器は、顧客が所有す
るか、サービスプロバイダーが所有することもあります。
現在、従来の SONET/ATMベースのメトロネットワー

クに代わって、顧客ネットワークとサービスプロバイダー 

POP間のアクセスリンクとしてギガビットイーサネット
（ GE)を使う方法が現れてきています。サービスプロバイ
ダーは、顧客ネットワークからサーバスプロバイダー POP

までの光ファイバにギガビットイーサネットを使うサー
ビスを提供し始めました。 SONET/ATMインタフェース
の代わりに GEインタフェースを使用する利点には、簡素
な技術、優れた帯域幅、およびエッジ機器の安さが挙げら
れます。顧客は、これらの GEサービスを使用してインター
ネットにアクセスしたり、同じメトロエリアにある別のサ
イトと接続できるほか、サービスプロバイダーのバック
ホールバックボーンを使った長距離アクセスもできます。 

Cisco 7600 OSRのような適切な機器を使うことによって、
ネットワークはさまざまなサービス機能をサポートでき
るようになります。たとえば、 GEを使うほど顧客のトラ
フィックが多くはない場合、サービスプロバイダーは、 GE

インタフェースでトラフィックシェーピングを利用して、
「フラクショナル GE」を提供することができます。  

投資の保護

サービスプロバイダーが新しいプラットフォームの展
開を考慮するときには、すでに行なった投資の保護を視
野に入れる必要があります。 OSRでは過去の投資が活用
され、また将来の未知のニーズもカバーすることにより
優れた投資保護を行ないます。
現在、 Cisco 7600 OSRは、最新の Cisco 7500シリーズ

ルータとともにエッジの集約とサービスを提供し、サービ
スプロバイダー向け IP+オプティカルネットワークの革新
的なアップグレードの一部を提供しています。 Cisco 7600

OSRは、 FlexWANモジュールを備えた Cisco 7xxxWAN

ポートアダプタ、および 10Mbpsイーサネットから 1Gbps

までの従来の Catalyst 6000ファミリ LANインタフェース

のあらゆる組み合わせをサポートします。また、シームレ
スな統合と既存の DS0から OC3/STM 7200/7500WAN配
備までの移行を可能にします。 

OSRは既存のコンポーネントや技術の多くを活用して
います。 OSRは Cisco IOSベースのプラットフォームであ
るため、ネットワーク管理者には最小限のトレーニングし
か必要ありません。既存のシスコ製品の多くと共通した機
能および CLIとの互換性により、迅速な展開が可能です。
この OSRは Catalyst 6500シリーズと共通の技術および

コンポーネントを使用し、共通の経費削減を実現していま
す。ポートアダプタは、 Cisco 7500、 Cisco 7200、 

UBR7200、および Cisco 7100シリーズのルータ、および 

Cisco 5800ユニバーサルアクセスサーバを含む広範なプ
ラットフォームに対して展開されています。 

Cisco 7600 OSRは、将来的には最高 10Gbpsおよびそれ
以上のインタフェース速度をサポートできる、拡張性の高
いアーキテクチャに基づくプラットフォームになってい
ます。ラインレートのサービスを提供するシスコの PXF技
術によって、サポートするサービスの開発や範囲を拡大で
きます。また、大きなメモリサイズと CEF（ Cisco Express

Forwarding）により、インターネットルーティングテーブ
ル全体をサポートできます。ラインレートサービスを備え
た高速オプティカルインタフェースによって、このプラッ
トフォームはニーズの拡大にも対応します。
これらの将来に対応した機能は、 OSRが予測可能な将来

においてネットワークの中心的役割を果たすことができ
ることを意味し、また下位互換性によって迅速かつコスト
効率の高い展開、共通の経費削減、および運営コストの削
減が可能です。

まとめ

今日のサービスプロバイダーが市場での競争力を保つ
には、顧客サービスと帯域幅の調整を行ないながら、イ
ンテリジェントなラインレートネットワークサービスを
提供しなければなりません。 Cisco 7600 OSR（ Optical

Services Router）は、インテリジェントなネットワーク
サービスの展開に必要なハイタッチサービス、拡張性、柔
軟性、および性能を低コストで提供することにより、機
敏なネットワーク作成に必要となるツールを供給します。
サービスプロバイダーネットワークにおいて OSRを展開
することにより、サービスプロバイダーは利益率の向上
を実現できます。
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